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高校生ＩＣＴ Conference 
2018 

最終報告会 

社会で活躍するためのICT活用法 ～18才成人化を控えて～ 
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１．高校生ＩＣＴ Conference 2018サミット 
での提言のまとめ 
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①そもそも・・・ 

  成年と未成年の違いとは？ 

・経済的自立 

•自由に決められることが増える 

•社会的責任を果たす必要性etc. 
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②社会で活躍することとは・・・ 

社会に貢献する 人に影響を与える 

人のために行動を起こす 

自己完結せずに働くこと 

相手の立場を想像し 

社会をより良くするために尽
力する 



他グループより 
• 災害時・緊急時に、欲しい情報がすぐに手に入るシステム 

• 拡散力のあるＳＮＳの力を公共でももっと活用すべき 

• アプリによって便利な生活を提供 

 

・目的意識の確立していない受動的なＩＣＴの使用に 

 意味はない 

→能動的な使用へ 

→自立精神が必要 
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大人と高校生が 
共同で 

新しいＩＣＴ教育を
作り上げる 

Ｂグループの提言 
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知識 

技能 モラル 



社会で活躍するためのＩＣＴ活用法？ 

ＩＣＴを責任感をもって 
社会のために正しく活用できる人材が必要 

そもそも 
ＩＣＴについて正しく理解し、 
活用できる人はどのくらい 

いるのだろう？ 

各分野でＩＣＴ活用が進む今日 

一つに絞って提言するのは難しい 
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今までのＩＣＴ教育 

 大人からの一方通行 

ネット環境に小さいころからおかれている 

高校生の経験や視点を取り入れて 

より身近に感じてもらえる 
意味のあるものに 
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これからのＩＣＴ教育 
具体案 
• ネットモラルを確かめるためのテストの共同作成 
• 小中学校への合同授業の開催 
• 高校生の依頼による技能教育    etc. 

成人に近づく高校生自身だけでなく 

下の世代・大人の知識・ＩＣＴ活用能力の向上に貢献 

社会で活躍 
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２．各開催地での熟議での提言のまとめ 

＊ＩＣＴについての法整備 

＊気軽に投票できる環境づくり 

  ・ネット投票など 

＊社会で必要なことを共有できるページ開設 

＊情報教育の強化 

  ・ＳＮＳの免許化 

  ・高校生がＩＣＴの広告制作にかかわる 
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３．終わりに 

• テーマについて考え、話し合うことを通し大人に近
づくことの自覚、社会の在り方を自分のこととして
捉えられた。 

• さまざまな高校生と出会い、新たな価値観を知る
ことができた 

• ＩＣＴへの関心・興味・新たな知識が増えた。 
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＜高校生ＩＣＴ Conference を通して＞ 


